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９
月
定
例
会
の
概
要

９
月
定
例
会
の
概
要

　

平
成
30
年
第
３
回
９
月
定
例
会
は
、
９
月
３
日
か
ら
21
日
ま
で
の
19
日
間
の
会
期
で
行
わ

れ
、
市
長
提
案
の
21
議
案
と
委
員
会
提
案
の
１
議
案
を
議
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
30
年

度
相
馬
市
一
般
会
計
補
正
予
算
２
件
の
専
決
処
分
に
つ
い
て
承
認
し
ま
し
た
。
定
例
会
の
日

程
は
２
ペ
ー
ジ
の
表
１
、
議
案
は
５
、
６
ペ
ー
ジ
の
表
２
〜
表
５
の
と
お
り
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
主
な
議
案
の
内
容
と
委
員
会
審
査
を
含
め
た
審
議
の
経
過
な
ど
に
つ
い
て
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
30
年
度
相
馬
市
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
22
議
案
を
議
決

相
馬
市
立
中
村
第
二
中
学
校
校
舎
改
築
建
築
主
体
工
事
変
更
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

中
村
第
二
中
学
校
校
舎
の
改
築
工
事
の
一
部　
　
　
　

　
　

取
り
止
め
に
よ
り
、
１
、３
６
０
万
円
の
減
額

【
議
案
第
76
号
】

　

高
圧
受
電
設
備
解
体
後
に

予
定
し
て
い
た
擁
壁
工
事
及

び
舗
装
工
事
の
一
部
に
つ
い

て
、
新
た
な
高
圧
受
電
設
備

の
通
電
後
に
行
う
た
め
、
工

事
の
一
部
を
取
り
止
め
る
こ

と
に
よ
り
工
事
費
１
、
３
６

０
万
１
、
５
２
０
円
を
減
額

し
、
請
負
契
約
書
を
13
億

３
、
３
４
２
万
５
、
２
４
０

円
に
変
更
す
る
も
の
で
す
。

　

◎
委
員
会
審
査

　
　

工
事
の
今
後
の
方
針
に

つ
い
て
問
う
。

　
　

今
回
取
り
止
め
た
工
事

に
つ
い
て
は
、
改
め
て
外
構

工
事
に
含
め
て
施
工
し
た

い
。

担当職員より工事の概要について
説明を受ける文教厚生常任委員ら

新たな設備が設置された後、　
解体される予定の高圧受電設備

　

旧
市
役
所
庁
舎
解
体
工
事
の
工
法
変
更
に
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

約
４
、６
０
０
万
円
の
減
額 

　

当
初
の
計
画
で
は
旧
市
役

所
庁
舎
建
物
の
地
下
部
分
を

解
体
、
撤
去
す
る
こ
と
と
し

て
い
た
が
、
敷
地
周
辺
の
建

物
及
び
道
路
へ
の
影
響
を
最

小
限
に
す
る
た
め
に
、
地
下

の
外
壁
部
分
を
残
す
工
法
に

変
更
す
る
こ
と
に
よ
り
工
事

費
が
減
額
と
な
る
も
の
で

す
。

　

ま
た
、
既
存
の
南
庁
舎
を

今
後
利
用
す
る
た
め
に
、
電

気
の
引
き
込
み
工
事
約
600
万

円
を
追
加
し
、
旧
庁
舎
に
接

続
し
て
い
た
既
存
の
上
水
道

の
引
き
込
み
を
撤
去
す
る
工

事
で
約
200
万
円
の
追
加
等
に

よ
り
、
全
体
で
約
４
、
６
０

０
万
円
の
減
額
と
な
る
も
の

で
す
。

　

◎
委
員
会
審
査

　
　

将
来
の
土
地
利
用
に
つ

い
て
の
検
討
状
況
を
問
う
。

　
　

当
面
は
駐
車
場
と
し
て

の
活
用
を
考
え
て
い
る
が
、

将
来
、
建
物
の
建
設
も
想
定

【
議
案
第
77
号
】

完成に向け、着々と工事が進捗
している中村第二中学校校舎

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
外
壁
の
場
所
や
地

中
の
杭
な
ど
の
残
っ
て
い
る

部
分
に
つ
い
て
は
、
デ
ー
タ

化
し
て
、
記
録
を
保
存
し
、

場
所
を
す
ぐ
特
定
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
る
。旧庁舎解体工事が進められている

現場を視察する総務常任委員ら

　

よ
り
多
く
の
意
見
を
会
議
に
反
映
さ
せ
る
た
め

　
　
　
　
　

相
馬
市
防
災
会
議
条
例
の
一
部
を
改
正

【
議
案
第
75
号
】

　

国
の
法
律
が
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
本
条
例
を
一

部
改
正
す
る
も
の
で
、
相
馬

市
防
災
会
議
で
審
議
す
る
事

項
を
追
加
し
、
委
員
の
構
成

に
つ
い
て
追
加
等
を
行
う
た

め
改
正
す
る
も
の
で
、
公
布

の
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
で

す
。

　

今
回
、
国
の
法
律
が
大
き

く
４
点
改
正
さ
れ
、
大
規
模

広
域
な
災
害
に
対
す
る
即
応

力
の
強
化
、
被
災
者
対
応
の

改
善
、
教
訓
の
伝
承
、
防
災

教
育
の
強
化
、
地
域
防
災
力

の
向
上
、
そ
の
他
と
な
っ
て

お
り
、
そ
の
う
ち
の
地
域
防

災
計
画
の
策
定
等
へ
の
多
様

な
主
体
の
参
画
、
国
・
地
方

公
共
団
体
の
防
災
会
議
等
と

災
害
対
策
本
部
の
役
割
を
見

直
す
と
い
う
２
項
目
が
今
回

の
本
条
例
の
改
正
に
係
る
も

の
で
す
。

　

◎
委
員
会
審
査

　
　

委
員
選
任
の
考
え
方
を

問
う
。

　
　

一
部
事
務
組
合
等
に
係

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
現
時

点
で
我
々
が
想
定
し
て
い
る

委
員
で
あ
る
が
、
そ
の
他
、

市
民
の
方
々
が
入
っ
て
く
る

可
能
性
は
否
定
し
て
お
ら

ず
、
35
人
と
い
う
枠
を
設
け

て
い
る
。

　
　

市
長
に
意
見
を
述
べ
る

こ
と
が
条
文
上
に
規
定
さ
れ

て
お
り
、
意
見
を
聴
取
で
き

る
よ
う
な
会
議
の
あ
り
方
が

大
事
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ

の
調
整
に
つ
い
て
及
び
、
地

域
防
災
計
画
策
定
の
時
期
に

つ
い
て
問
う
。

　
　

市
民
の
意
見
を
聴
取
す

る
、
市
民
協
働
で
行
っ
て
い

く
こ
と
は
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
基
本
で
あ
る
の
で
、
防

災
会
議
の
あ
り
方
、
進
め
方

に
つ
い
て
も
そ
の
よ
う
な
視

点
を
持
っ
て
進
め
て
ま
い
り

た
い
。
地
域
防
災
計
画
の
策

定
に
つ
い
て
は
年
内
を
目
途

に
現
在
作
業
を
進
め
て
い

る
。

日次 日　付 会　議 内　　容
1 ３日（月）本会議議案の提案と説明など
2 ４日（火）委員会議会運営委員会
3 ５日（水）休　会議案調査
４ ６日（木）本会議一般質問
５ ７日（金）休　会議案調査
６ ８日（土）休　会
７ ９日（日）休　会
８ 10日（月）委員会各常任委員会・分科会
９ 11日（火）委員会各常任委員会・分科会
10 12 日（水）委員会文教厚生常任委員会
11 13 日（木）休　会事務整理
12 14 日（金）休　会事務整理
13 15 日（土）休　会
14 16 日（日）休　会
15 17 日（月）休　会
16 18 日（火）委員会予算決算常任委員会
17 19 日（水）休　会事務整理
18 20 日（木）委員会議会運営委員会
19 21 日（金）本会議議案の採決など

表１　９月定例会の会期日程



そうま市議会だより　H30.11.1 そうま市議会だより　H30.11.1

5 4

９
月
定
例
会
の
概
要

９
月
定
例
会
の
概
要

 
保
育
所
給
食
食
材
の
放
射
能
測
定
機
器
更
新
等
に
よ
り
、　

　
　

 
補
正
予
算
２
億
６
、４
０
５
万
４
、０
０
０
円
を
追
加 

【
議
案
第
78
号
】

ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業
の

事
業
範
囲
拡
大
、
保
育
所
給

食
食
材
の
放
射
能
測
定
機
器

更
新
の
た
め
の
児
童
福
祉
総

務
経
費
の
増
額
及
び
各
種
事

業
の
変
更
等
に
伴
う
補
正

で
、
２
億
６
、
４
０
５
万

４
、
０
０
０
円
を
追
加
し
、

総
額
は
198
億
８
、
４
７
６
万

４
、
０
０
０
円
と
な
り
ま

す
。

　

◎
委
員
会
審
査

　
　

相
馬
管
内
に
お
け
る
他

の
防
火
貯
水
槽
の
管
理
体
制

に
つ
い
て
問
う
。

　
　

防
火
貯
水
槽
の
点
検
に

つ
い
て
は
、
地
元
消
防
団
に

お
願
い
し
、
修
繕
が
必
要
な

場
合
に
は
、
市
に
連
絡
を
も

ら
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

一
斉
点
検
と
い
う
形
は
と
っ

て
い
な
い
。

　

今
後
は
、
分
団
長
会
議
で

周
知
を
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

保
育
園
に
設
置
さ
れ
て

い
る
放
射
能
測
定
器
の

更
新
に
係
る
費
用

　

現
在
、
市
内
５
カ
所
の
保

育
園
に
給
食
食
材
の
放
射
能

測
定
器
を
設
置
し
て
い
る

が
、
設
置
か
ら
６
年
が
経
過

し
、
一
部
の
機
器
か
ら
計
測

に
不
具
合
が
出
て
い
る
こ
と

か
ら
、
５
台
の
機
器
を
新
規

に
更
新
す
る
た
め
の
備
品
購

入
費
２
、
５
１
１
万
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

森
林
整
備
に
よ
る
ふ

る
さ
と
再
生
事
業
に

係
る
費
用

　

原
発
事
故
に
よ
る
放
射
性

物
質
の
影
響
に
よ
り
、
森
林

整
備
や
林
業
生
産
活
動
が
停

滞
し
森
林
の
荒
廃
や
山
村
地

域
の
衰
退
が
懸
念
さ
れ
る
た

め
、
森
林
の
有
す
る
多
面
的

機
能
を
維
持
し
な
が
ら
放
射

性
物
質
の
拡
散
防
止
を
図

り
、
森
林
を
再
生
す
る
「
ふ

く
し
ま
森
林
再
生
事
業
」
に

に
か
か
る
補
助
金
３
、
７
０

０
万
円
を
計
上
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
山
上
地
区
の
新

た
な
整
備
地
域
の
同
意
書
取

得
等
に
あ
て
る
事
業
費
で
あ

る
業
務
委
託
料
と
し
て
３
、

８
５
２
万
８
、
０
０
０
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

これまでに整備された森林を視察　
する産業建設常任委員ら（小野地内）

設置から６年が経過し、更新される予
定の放射能測定器（中村報徳保育園）

　

防
火
貯
水
槽
入
口

　

の
修
繕
に
係
る
費

　

用

　

立
谷
字
稲
荷
前
地
内
の
防

火
貯
水
槽
入
口
に
設
置
さ
れ

て
い
る
木
製
柵
が
老
朽
化
に

よ
り
修
繕
が
必
要
と
な
っ
た

た
め
、
新
た
に
ア
ル
ミ
柵
に

改
修
す
る
た
め
の
費
用
18
万

８
、
０
０
０
円
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

老朽化により機能が低下し、改修が必
要となった木製柵（立谷字稲荷前地内）

認定
番号 件           名 審議結果 付　託

委員会

１ 平成２９年度相馬市一般会計歳入歳出
決算認定について

認　　定
予算決算

全会一致

２ 平成２９年度相馬市国民健康保険特別
会計歳入歳出決算認定について

認　　定
予算決算

全会一致

３ 平成２９年度相馬市後期高齢者医療特
別会計歳入歳出決算認定について

認　　定
予算決算

全会一致

４ 平成２９年度相馬市介護保険特別会計
歳入歳出決算認定について

認　　定
予算決算

全会一致

５ 平成２９年度相馬市公共下水道事業特
別会計歳入歳出決算認定について

認　　定
予算決算

全会一致

６ 平成２９年度相馬市農業集落排水事業
特別会計歳入歳出決算認定について

認　　定
予算決算

全会一致

７ 平成２９年度相馬市光陽地区造成事業
特別会計歳入歳出決算認定について

認　　定
予算決算

全会一致

表２　９月定例会の審議結果（市長提案）

会　　計 歳　　入 歳　　出
歳入歳出差引額予算現額 収入済額 予算現額 支出済額

一般会計 23,246,796,777 20,609,250,456 23,246,796,777 19,546,406,360 1,062,844,096
国民健康保険特別会計 4,552,912,000 4,559,147,826 4,552,912,000 4,496,664,336 62,483,490
後期高齢者医療特別会計 404,291,000 400,078,380 404,291,000 397,569,893 2,508,487
介護保険特別会計 3,545,049,000 3,560,715,886 3,545,049,000 3,411,516,520 149,199,366
公共下水道事業特別会計 1,719,090,000 1,634,734,714 1,719,090,000 1,619,891,438 14,843,276
農業集落排水事業特別会計 35,979,000 36,168,926 35,979,000 35,407,701 761,225
光陽地区造成事業特別会計 794,007,000 795,258,066 794,007,000 786,045,564 9,212,502

計 34,298,124,777 31,595,354,254 34,298,124,777 30,293,501,812 1,301,852,442

平成 29 年度相馬市一般会計・特別会計歳入歳出決算一覧　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

　

決
算
認
定
の
審
査
で
主
な

質
疑
な
ど
を
掲
載
し
ま
す
。

　

審
議
結
果
に
つ
い
て
は
、

表
２
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
会
計

　
　
　
　
　
【
認
定
第
１
号
】

平
成
29
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
決
算
を

認
定　
　
　
　

 　

  　

 

【
認
定
第
１
号
〜
第
７
号
】 

　

◎
委
員
会
審
査

　
　

消
防
団
の
無
線
機
バ
ッ

テ
リ
ー
交
換
に
つ
い
て
の
詳

細
を
問
う
。

　
　

全
部
で
149
台
あ
り
、
３

年
ご
と
に
定
期
的
に
交
換
を

し
て
い
る
。
平
成
29
年
度
決

算
に
お
け
る
交
換
台
数
は
149

台
の
う
ち
、57
台
分
で
あ
り
、

バ
ッ
テ
リ
ー
は
お
お
む
ね
３

分
の
１
ず
つ
交
換
を
し
て
い

る
。

　
　

図
書
館
に
お
け
る
本
の

紛
失
状
況
を
問
う
。

　
　

年
間
で
100
冊
程
度
紛
失

し
て
い
る
。
対
策
と
し
て
、

ニ
ー
ズ
の
高
い
紛
失
し
や
す

い
本
に
つ
い
て
は
、
職
員
の

目
が
届
く
２
階
カ
ウ
ン
タ
ー

前
の
お
勧
め
の
本
コ
ー
ナ
ー

に
配
架
し
て
い
る
。

　
　

災
害
危
険
区
域
に
お
け

る
草
刈
り
状
況
に
つ
い
て
問

う
。

　
　

道
路
に
面
し
て
い
る
と

こ
ろ
は
、
愛
護
会
の
人
力
に

よ
る
除
草
を
年
３
回
行
い
、

人
力
で
出
来
な
い
よ
う
な
大

き
な
面
積
の
箇
所
に
つ
い
て

は
、
機
械
除
草
で
年
に
１
回

実
施
し
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　
　
　
　
【
認
定
第
２
号
】

　

◎
委
員
会
審
査

　
　

コ
ン
ビ
ニ
収
納
事
業
の

現
況
を
問
う
。

　
　

平
成
28
年
度
は
７
、
２

３
６
件
、平
成
29
年
度
は
８
、

１
４
８
件
で
あ
り
、
912
件
増

加
し
て
い
る
。

　

今
後
コ
ン
ビ
ニ
収
納
が
浸

透
す
れ
ば
平
成
31
年
度
あ
た

り
ま
で
は
上
昇
す
る
と
見
込

ん
で
い
る
。

介
護
保
険
特
別
会
計

　
　
　
　
　
【
認
定
第
４
号
】

　

◎
委
員
会
審
査

　
　

骨
太
け
ん
こ
う
体
操
の

現
状
と
効
果
を
問
う
。

　
　

現
段
階
に
お
い
て
は
、

骨
太
け
ん
こ
う
体
操
実
施
者

数
は
400
名
程
度
で
あ
り
、
利

用
者
の
声
と
し
て
は
、
新
た

な
運
動
を
す
る
機
会
が
で
き

て
よ
か
っ
た
と
い
う
声
を
い

た
だ
い
て
い
る
。

　

あ
る
程
度
の
効
果
が
あ
る

も
の
と
は
思
っ
て
い
る
が
、

ま
だ
利
用
者
数
と
実
施
者
数

が
限
定
的
で
あ
る
の
で
、
今

後
は
そ
の
利
用
者
数
の
増
加

が
、
介
護
予
防
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

毎月第３月曜日に開催されている骨太
けんこう体操の体験会（はまなす館）
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９
月
定
例
会
の
概
要

９
月
定
例
会
の
概
要

議案
番号 件           名 審議結果 付　託

委員会

７１相馬市教育委員会委員の任命について
同　　意

付託なし
全会一致

７２相馬市固定資産評価審査委員会委員の選任について
同　　意

付託なし
全会一致

７３相馬市固定資産評価審査委員会委員の選任について
同　　意

付託なし
全会一致

７４相馬市保育士等奨学資金貸与条例の制定について
原案可決

文教厚生
全会一致

７５相馬市防災会議条例の一部を改正する条例について
原案可決

総　　務
全会一致

７６相馬市立中村第二中学校校舎改築建築主体工事変更請負契約の締結について
原案可決

文教厚生
全会一致

７７旧相馬市役所庁舎等解体工事変更請負契約の締結について
原案可決

総　　務
全会一致

７８平成３０年度相馬市一般会計補正予算（第４号）
原案可決

予算決算
全会一致

７９平成３０年度相馬市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
原案可決

予算決算
全会一致

８０平成３０年度相馬市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
原案可決

予算決算
全会一致

８１平成３０年度相馬市介護保険特別会計補正予算（第１号）
原案可決

予算決算
全会一致

８２平成３０年度相馬市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）
原案可決

予算決算
全会一致

８３平成３０年度相馬市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
原案可決

予算決算
全会一致

８４平成３０年度相馬市光陽地区造成事業特別会計補正予算（第１号）
原案可決

予算決算
全会一致

議案
番号 件           名 審議結果 付　託

委員会

８５
「被災児童生徒就学支援等事業」の継
続と被災児童生徒の十分な就学支援を
求める意見書

原案可決
付託なし

全会一致

表４　９月定例会の審議結果（委員会提案）

陳情
番号 件           名 審議結果 付　託

委員会

１

「国の『被災児童生徒就学支援等事業』
の継続と、被災児童生徒の十分な就学
支援を求める意見書」の提出を求める
陳情

採　　択
文教厚生

全会一致

表５　９月定例会の陳情審議結果

表３　９月定例会の審議結果（市長提案）

「
被
災
児
童
生
徒
就
学
支
援
等
事
業
」
の
継
続
と
被
災
児
童
生
徒
の
十
分
な
就
学
支
援
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
議
案
第
85
号
）　

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
七
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
三
年
度
に
創
設
さ
れ
た｢

被
災
児
童
生
徒
就
学
支
援
等
臨
時
特
例
交
付
金｣

は
、｢

被
災
児
童
生

徒
就
学
支
援
等
事
業
交
付
金｣

と
な
り
四
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
被
災
し
た
子
ど
も
た
ち
に
は
、
学
校
で
学
ぶ
た
め
の
極
め
て
有
効
な
支
援
事
業
と
し
て
機
能

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
を
通
し
て
、
幼
稚
園
児
の
就
園
支
援
、
小
中
学
生
に
対
す
る
学
用
品
等
の
援
助
や
通
学
支
援
（
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
に
よ
る
通
学
手
段
の
確
保
に

か
か
る
経
費
を
含
む
）、
高
校
生
に
対
す
る
奨
学
金
支
援
、
特
別
支
援
学
校
等
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
へ
の
就
学
奨
励
、
私
立
学
校
及
び
専
修
学
校
・
各
種
学

校
の
授
業
料
減
免
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
校
現
場
か
ら
も
事
業
の
継
続
を
強
く
望
む
声
が
届
い
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
の
対
象
家
庭
は
、
全
国
四
十
七
都
道
府
県
す
べ
て
に
上
り
ま
す
。
福
島
県
で
は
、
平
成
二
十
九
年
十
月
時
点
で
約
一
万
八
千
人
の
子
ど
も
た
ち
が
県

内
外
で
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。（
福
島
県
こ
ど
も
・
青
少
年
政
策
課
公
表
）
ま
た
福
島
県
だ
け
で
な
く
、
宮
城
県
、
岩
手
県
な
ど
広
範
囲
の
被
災
地
で

も
、
被
災
し
た
多
く
の
子
ど
も
の
就
学
支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
経
済
的
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
た
ち
は
多
く
、
今
後
も
継
続
し
た
支
援
が
必
要
で

す
。
子
ど
も
た
ち
の
就
学
・
修
学
の
た
め
に
は
、
長
期
的
な
支
援
が
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

｢

被
災
児
童
生
徒
就
学
支
援
等
事
業｣

の
継
続
に
よ
る
就
学
支
援
は
非
常
に
重
要
で
す
。
し
か
し
、
事
業
に
係
る
予
算
措
置
は
単
年
度
の
た
め
、
今
後
、
本

事
業
が
終
了
も
し
く
は
規
模
が
縮
小
す
る
こ
と
と
な
れ
ば
、
自
治
体
負
担
と
な
り
、
被
災
児
童
生
徒
の
就
学
支
援
に
格
差
が
生
じ
る
こ
と
も
危
惧
さ
れ
ま
す
。

平
成
三
十
一
年
度
以
降
も
本
事
業
を
継
続
し
、
必
要
な
財
源
措
置
を
行
い
、
被
災
し
た
子
ど
も
た
ち
に
継
続
し
た
就
学
支
援
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
左
記
の
事
項
の
実
現
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
に
も
と
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。

記

　

一
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
の
就
学
・
修
学
を
保
障
す
る
た
め
、
平
成
三
十
一
年
度
以
降
も
、
全
額
国
庫

で
支
援
す
る｢

被
災
児
童
生
徒
就
学
支
援
等
事
業｣

の
継
続
と
、
十
分
な
就
学
支
援
に
必
要
な
予
算
確
保
を
行
う
こ
と
。

　
（
提
出
先　

復
興
大
臣　

文
部
科
学
大
臣　

総
務
大
臣　

財
務
大
臣
）

そ
の
他
の
議
案

　

議
案
番
号
で
掲
載
し
て
い

ま
す
。
件
名
や
議
決
結
果
な

ど
は
、
６
ペ
ー
ジ
の
表
３
、

４
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　【
議
案
第
71
号
】

　

教
育
委
員
会
委
員
の
宗
形

明
子
氏
が
９
月
30
日
で
任
期

満
了
と
な
る
た
め
、
引
き
続

き
同
氏
を
任
命
し
ま
す
。

【
議
案
第
72
号
】

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

の
鈴
木
寿
昭
氏
が
10
月
３
日

で
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、

引
き
続
き
同
氏
を
選
任
し
ま

す
。

【
議
案
第
73
号
】

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

の
草
野
重
規
氏
が
11
月
３
日

で
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、

新
た
に
鈴
木
重
晴
氏
を
選
任

し
ま
す
。

【
議
案
第
74
号
】

　

市
内
の
保
育
士
等
の
人
材

を
確
保
す
る
目
的
で
、
保
育

士
の
資
格
及
び
幼
稚
園
教
諭

の
免
許
取
得
に
係
る
奨
学
資

金
に
つ
い
て
貸
与
す
る
た
め

に
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

【
議
案
第
79
号
】

　

平
成
30
年
度
国
民
健
康
保

険
税
当
初
賦
課
額
の
決
定
、

平
成
29
年
度
繰
越
金
の
確
定

及
び
国
庫
支
出
金
の
返
還
等

に
伴
う
補
正
予
算
で
、
４
、

９
３
８
万
４
、
０
０
０
円
を

増
額
し
、
総
額
は
38
億
４
、

９
４
５
万
５
、
０
０
０
円
と

な
り
ま
す
。

【
議
案
第
80
号
】

　

平
成
30
年
度
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
当
初
賦
課
額
の

決
定
及
び
平
成
29
年
度
繰
越

金
の
確
定
等
に
伴
う
補
正
予

算
で
、
１
、
０
４
２
万
４
、

０
０
０
円
を
減
額
し
、
総
額

は
４
億
357
万
６
、
０
０
０
円

と
な
り
ま
す
。

【
議
案
第
81
号
】

　

平
成
29
年
度
繰
越
金
及
び

国
庫
負
担
金
の
確
定
等
に
伴

う
補
正
予
算
で
、
１
億
４
、

７
４
４
万
１
、
０
０
０
円
を

増
額
し
、
総
額
は
36
億
７
、

０
２
７
万
２
、
０
０
０
円
と

な
り
ま
す
。

【
議
案
第
82
号
】

　

公
共
下
水
道
施
設
改
築
事

業
及
び
公
共
下
水
道
施
設
維

持
管
理
事
業
の
変
更
等
に
伴

う
補
正
予
算
で
、
１
、
７
６

５
万
３
、
０
０
０
円
を
増
額

し
、
総
額
は
14
億
835
万
９
、

０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

陳　
　

情

　

陳
情
番
号
で
記
載
し
て
い

ま
す
。
件
名
や
議
決
結
果
な

ど
は
６
ペ
ー
ジ
の
表
５
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
陳
情
第
１
】

　

市
議
会
か
ら
国
に
「
被
災

児
童
生
徒
就
学
支
援
等
事

業
」
の
継
続
と
被
災
児
童
生

徒
の
十
分
な
就
学
支
援
を
求

め
る
意
見
書
を
提
出
し
て
ほ

し
い
。

【
議
案
第
83
号
】

　

平
成
29
年
度
繰
越
金
の
確

定
に
伴
う
も
の
で
、
予
算
総

額
に
変
更
の
な
い
補
正
と
な

り
ま
す
。

【
議
案
第
84
号
】

　

平
成
29
年
度
繰
越
金
の
確

定
等
に
伴
う
補
正
予
算
で
、

921
万
１
、
０
０
０
円
を
増
額

し
、
総
額
は
12
億
８
、
５
５

８
万
９
、
０
０
０
円
と
な
り

ま
す
。


